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第７回 国立大学法人奈良国立大学機構理事長選考・監察会議議事要旨 

 

日 時  令和６年１月２２日（月）１３時００分～１４時１０分 

場 所  奈良国立大学機構第一会議室 

出席者  松本洋一郎委員、松本伸之委員、村岡委員、森川委員、越野委員、和田委員、 

     今委員、渡邊委員、中山委員、山内委員 

欠席者  國枝委員、吉田委員 

列席者  三野監事、大久保監事、三谷監事 

事務局  林機構総務課長、河上機構総務課課長補佐、野志機構総務課総務係員 

議 長  松本洋一郎委員 

 

 議事に先立ち、奈良女子大学の高田将志委員より辞任の申し出があったため、奈良女子

大学教育研究評議会において、山内茂雄委員を選出したことを報告した。続いて、第６回

会議の議事要旨（令和５年１０月２７日開催）を確認し、これを了承した。 

 

 

審議事項 

１．国立大学法人奈良国立大学機構理事長選考規程（案）について 

議長から、次期理事長を選考するにあたり、理事長選考規程（案）について審議し

たいとの発言があった。 

事務局から、資料１に基づき、理事長選考規程（案）について説明があり、審議の

結果、一部修正の上、これを承認した。 

 

２．国立大学法人奈良国立大学機構役員等に関する規程の一部改正について 

  議長から、理事長の任期について審議したいとの発言があった。 

  事務局から、資料２に基づき、機構役員等に関する規程の一部改正について説明が

あった。 

  委員による意見交換の結果、再任回数を定める案２より、在任年数を定める案１が

妥当ではないかとの意見があり、案１に決定した。ただし、引き続かず、間を空けて

再度着任した場合に、任期の合計が６年を超える可能性があり、これを避けるため、

「引き続き」を削除することとした。 

  委員より、理事長の任期３年は、大学総括理事（学長）の任期、延いては、各部局

長の任期と連動しており、３年に１度は、各部局長の任期１年で体制を準備すること

となっていることに言及した。 

   

３．国立大学法人奈良国立大学機構理事長選考基準（案）について 

  議長から、次期理事長の選考基準（案）について審議したいとの発言があった。 

事務局から、資料３に基づき、理事長選考基準（案）について説明があり、委員に

よる意見交換の結果、原案のとおり承認した。 

 

４．理事長の業務執行状況の確認手続きについて 

議長から、現理事長の任期２年目における業務執行状況の確認手続きについて審議

したいとの発言があった。 

事務局から、資料４-１、及び資料４-２に基づき、理事長の業務執行状況の確認方
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法について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

５．その他 

   事務局から、奈良教育大学に係る大学総括理事候補者の選任に関し、再度議論する

必要が生じたため、本日、大学総括理事候補者選考検討会議を開催すること、また、

その議論の結果を踏まえて、理事長から本会議に対してあらためて意見を求める流れ

となり、臨時理事長選考・監察会議の開催を予定していることの説明があった。日程

は事務局で調整の上、後日案内することとした。 

 

以 上 


